
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

今年度も、架け橋期コーディネーター・幼児教育アドバイザーがアウトリーチ型の支援として、園訪問及び園

内研修を計画し実施しています。そこでは、８月４日に文科省ホームページに掲載された「幼児教育ワーキング

グループ取りまとめ（案）※会議後修正」にも示されているように、「０歳から１８歳までの育ちや学び」「好き

や得意を見付け広げ深める」をワークショップや意見交流を通して考え、学びあう機会とし、さらに架け橋期コ

ーディネーター・幼児教育アドバイザーが伴走支援していけるようにとの思いで活動しています。 

８月に実施された下野こども園の「公開保育・実践検討会」でのグループワークでは、園内研修での意見交流

と同じような振り返りや「遊びを通したこどもの育ちと学び」について、就学前教育・保育施設職員・学校教職

員など立場の違いを超え、同じ場面を観察し活発な意見交換が行われました。（先月号掲載） 

今月は、「第２回の公開保育・実践検討会」が海の星カトリック幼稚園（助言指導者 桜花学園大学 教育保育

学部 教育保育学科教授 上村 晶先生）にて１０月２６日（月）に開催予定です。 

９月３０日に開催された「第１回 四日市市幼児教育・保育研究協議会」では、四日市市教育委員会教育推進

課との共催研修の報告や、架け橋期コーディネーターの取組状況の報告がありました。 

参加の委員からは「就学前教育・保育における遊びの深まり」や「小学校とのつながり」等に対する活発な意

見が出されていました。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市幼児教育センター 

センターだより 

令和８年 10月 

四日市市幼児教育センターＨＰ 

連絡先 059-333-6002 

令和８年度 第１回四日市市幼児教育・保育研究協議会が開催されました。 

～こどもの生活とまなびをつなぐ・はぐくむ～ 

四日市市幼児教育・保育研究協議会  

会長三重大学 教育学部 教授 冨田昌平先生 
架け橋期コーディネーターの

取り組み状況報告より 



 

 

 

 

 

保育の「子ども理解」のために：主体性・環境・あそび 

川田 学 （著）  ひとなる書房 

「いたずら、わるさ、マイペース……。「ダメ」ととめるだけでいいのか。」（表そでよ

り）こどもたちの日々の姿とその姿をどのように読み解いていくか。読書の秋、じっくり

考えこどもとあそびを通して体験を深めていく一書にしてはいかがですか。 

著者は、本センターの研修講座で 11月 18日にオンラインにて講演していただきます。 

図書案内

自己調整学習と自由進度学習 自己調整を支える段階的な自由進度学

習と仲間と許攸された調整 

木村 明憲、伊藤 崇達 他  明治図書 

「なぜ、自己調整学習が大切なのか。それは、学校教育で自己調整学習

を行っていくことが子どもたちのその後の人生の幸せにつながると考え

るからです」（はじめにより）目の前のこどもの姿が幸せにつながるため

に小学校教育の今とこれからへの学びにいかがですか。 


